
公家文庫研究 第五輯
田島 公 編

これまで勅 封 のため合 容が 不 明であった東 山仰 火 庫 本 を中 起 に、近 世 の 禁 裏

丈 岸 所 減 の写 木 や、公 家の諸 丈 庫 1又 蔵 本 に関する論 考・史料 紹 介・デーダベ

ースを恨 載 するシリーズの第 工 輯 。
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序一一 東山御文庫と書陵部

第―部

明治以後における東山御文庫御物の来歴
近世禁裏文庫の変遷 と蔵書 目録

一― 東山御文庫本の史料学的・目録学的研究のために

第二部

田理 解 .』暴厨謂層禁♀曇書』一
肺帥

『小野宮年中行事裏書』 (田 中教忠旧蔵『寛平二年二月記』)

影印・翻刻                  鹿内浩胤
広鰹 聯潮孵理と監搾発本一   

西本昌弘
尊経閣文庫本『無題号記録』と東山御文庫本『叙位記 中外記』
所引「院御書」一― 『院御書』の基礎的研究1-―   田島 公
隠

型 糀 た融 β詢催 』と思われる写本の紹介と渓薪謹二会
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出版既刊図書案内

第T部
東山御文庫架蔵 「地下文書」の性格

一一 天皇と下級廷臣の世界 一―
書陵部所蔵宋版一切経の来歴について、

橋本義彦            第二部
東山御文庫本『御産記 寛弘六年十一月』(小右記)

北 啓太
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―一 時々の保全活動を交えて 一―
中世天皇家の文庫・宝蔵の変遷

一一 蔵書目録の紹介と収蔵品の行方

高松宮家旧蔵『伏見殿文庫記録 目録』
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第四部
東山御文庫本マイクロフィルム内容目録 (稿)(1)
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序一一 書陵部の想い出――

第‐部
近代の禁裏・公家文庫――図書寮――
伏見宮本の変遷――書陵部での整理と書名決定一―
『後円融院痕記』永徳元年・三年・四年記
後光明天皇期における禁裏文庫
京都大学附属図書館所蔵『芥記』
近世禁裏における六国史の書写とその伝来

1第二部・
九条家本『神今食次第』にみえる「清涼御記」逸文

表示本体は税別

飯倉晴武

その印造から現代まで
中村一紀
田島 公

米田雄介            1第 1年1部

について   詫間直樹

ISBN4-7842-1293-0

渤海
塑 聯

g鳥
鵠堤際獄二こ以馬

>懇
って__趙 妬舜

九条本『官奏抄』の基礎的考察         石田実洋
東山御文庫本『除目部類記』所引『法性寺殿御記』『中右記』
逸文                     尾上陽介

『中右記部類』年次目録           吉田早苗編
高松宮家旧蔵『定能卿記 安元御賀記』 藤原重雄・三島暁子
宮内庁書陵部蔵『叙位儀次第』(管見記第工軸)紙背文書につ
いて                         小川剛生
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東山御文庫本マイクロフィルム内容目録 (稿)(2)

小倉慈司

の紹介
石田実洋
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第一部

『言談抄』の二伝本の関係
「大日本史編纂記録」の史料的特質
近世朝廷における公 日記

飯倉晴武

飯倉晴武
飯倉晴武

桃崎有一郎
松澤克行
松澤克行

小倉真紀子

西本昌弘

一一執次「詰所日記」の部類目録を中心に一―
東山御文庫所蔵『 日本紀略』 と禁裏文庫『 日本後紀』
―一二十巻本『 日本後紀』の抄出紙片をめぐって一― 志村佳名子

第■部
早稲田大学図書館所蔵『先秘言談抄』の書誌と翻刻 田島 公

一
三条西家旧蔵本『言談抄』の紹介

―
三条西家旧蔵『 禅中記抄』          中町美香子
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『執政所抄』の成立と伝来について       渡辺 滋
承安二年最勝光院供養に関する史料       藤原重雄
御賀の故実継承と「青海波小輪」について     三島暁子
十一附早稲田大学図書館蔵『青海波垣代之図』翻刻――
「公四学系譜」の研究              田島 公
――平安・鎌倉期の公家社会における口伝・故実の成立と相承――
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村 和明 翻刻『近衛家記録十五函目録』

陽明文庫所蔵『兵範記』紙背文書目録
陽明文庫所蔵『勘例』内容目録
西尾市岩瀬文庫 柳原家旧蔵資料目録
宮内庁書陵部所蔵柳原家旧蔵本目録(稿 )
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